特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース11年10月13日377号
木津川一斉水調査　　8日　47人の参加　　測定予定地21箇所　　今年各地で支川の水質調査を実施してきました。木津川本川の水質調査は木津高校化学クラブの皆さんが上流部を中心にして取り組みがされてきました。又加茂町在住の木村さんを中心にしたネットワークさんも実行されてきましたが、今ではその実態が心配される状況になっています。今回里山の会が年度総会で主力となって実施を決定しました。里山の会で環境部を結成、事前の分析学習会の実施、そして河川レンジャーとして水質調査を中心活動とする山田信人さんの本格的な活躍があって、諸準備が進みました。調査水採取場所の決定、採集者の依頼、ペットボトルや水汲みバケツやロープ、採取地の安全対策と注意など工夫を凝らした企画案が出来あがり、次年度も同一場所で採取することも考えて付近の写真を撮影するなどしました。8日当日は本部を木津川流域センターにして、予定通りに多くの協力者によって採取水が持ち込まれました。当日の予定外の持ち込みはパックテストで対応しました。こうした取組は地道な分析調査ですが、里山の会の環境部の皆さんが一箇所分づつコツコツ調べ、夕方6時に終了しました。京田辺市民文化祭で一部データーを公開します。木津川の自然再生への大きな取組の小さな一歩を踏み出しました。
日本生態学近畿地区フィールドシンポ　8日　　木津川の流れ橋付近でフィールドを調査して恭仁京へ向かう途中、開橋にある木津川流域センターに立ち寄って、木津川一斉水質調査を見学して戴きました。会場に30人もの大人がぎっしり詰まって調査の目的や木津川の特徴を山田さんからの説明を聞き、屋上から奈良（葛城山や生駒山、春日山）や京都市内（愛宕山、比叡山）までの眺望を楽しみました。
午後から木津川市加茂の文化センターでのシンポでした。ここではダムによる土砂の流出がせき止められ下流の河床低下が進んでいること、そして一般的にはダムが建設されて400年で土砂が満杯になると計算されていて、高山ダムや天ヶ瀬ダムは計算通りに堆積している。植物関係では普通にあるものが当然生育していることが最も望ましい姿である。魚類では、イタセンパラが淀川水系の自然の中で最後まで生育していたのが木津川で、生態の研究が出来たのが木津川であった。鳥類では3種類のチドリが見られる非常に貴重な自然を残しているのが木津川であると、4人の講師から発表されました。その後一般参加者との質疑では、熱心な応答が行われました。
農業塾　里道修理　　里山道の修復工事は土嚢約1000袋、間詰土砂約２ｔを運び込み、コワ板300枚、松杭40本を使い、作業員延べ60人によって作業が進められ、軽自動車が通行できるところまで完成出来ました。これまでは折り返しが出来なかったので車の使用が不可能でした。これで道具の運び出しなどでずいぶん軽減できるようになりました。雨が降るとまだまだ路肩が固まっていないので不十分ですが、当面はこれでずいぶん便利に改善されました。9月18日に種をまいたキクナやコマツナが元気に密集して生育し、12日の事務局会議のあと、間引き作業と雑草の除去を4人の皆さんが3時間して戴きました。早くも野菜が食卓に上り始めています。5月に蒔いた黒豆も1本で50さや以上が実っています。16日の農業熟の定例日にはこれを湯がいて楽しいひと時をと考えています。田圃の周囲には新しい足跡が沢山確認できます。2日に完成させた猪防護柵が威力を発揮しています。府道の水路の中に足跡が付いていますよ。
同志社大学生の学習応援　　11日同大の学生さんが事務所にこられました。里山について研究するのですが是非里山の会の活動をお聞きして参考にしたいとのことでした。住所をお聞きすると伊勢田とのこと、早速大久保の自衛隊の基地は約60年前には米軍の基地だったこと、その以前は太平洋戦争では飛行場があったこと、そして大久保の駅から見える高い塔のよう巨大な構造物は米軍が作った水道のタンクで、白と赤のモザイク模様が描かれ京田辺からもそれが眺められていたと話しが弾みました。約1時間いろいろお話をして、身近なにある里山らしいところ案内しようと水取り地域を訪ねました。猪の防護柵の設置、稲刈りの現場、そして小学校の在籍人数の変化、放棄田の現場と竹藪の進出、里山らしきところの荒廃を案内しました。学生さんは知らなかったことを初めて聞いた。ほんの少し前、足もとの事実を知ることが出来たと感謝されました。
蔓取りとつるかご作り　　里山の会が作った「つるかご」は、京田辺市民文化祭の初日にほとんどの製品が売り切れてしまうので、翌日のために残しておかなければならない大変人気のある作品です。実際山に入って好みに合う蔓を採ってその場で編み上げるのですから非常に楽しい取組です。世界で一つしかないオリジナルな作品です。是非ご参加ください。作り方も簡単ですので気軽にお越しください。集合は10月15日（土）午前10時普賢寺小学校前です。ここから移動して山に入りますので時間に遅れないようにお越しください。弁当などご用意いただくと落ち着いて作業が出来ます。
10月植物観察会　16日　10時ＪＲ木津駅出発　　秋たけなわのこの時期、木津川市鹿背山を訪ねます。鹿背山は柿で大変有名で、里山の会も長年柿狩りを行ってきました。ここが関西文化学術学研都市計画によって住宅地への開発工事が進められ様相が一変しています。まだ少し現況が残されている自然をしっかり満喫しましょう。気軽にお越しください。
荒らす子ども祭　植物観察指導　15日　11時　13時の2回実施　　地域の団体の方々が集まって実行委員会を作って、城陽市を代表するサツマイモが最も美味しい素晴らしい畑と木津川の堤を活用して子ども祭が行われます。里山の会に植物観察会の指導依頼があり、植物部会の伊藤千恵子さんが御世話をすることになりました。芋ほりは参加費500円（芋堀り代金を含む）参加協力費が必要です。10時からです。
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

